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学校法人ＳＢＣ東京医療大学 助手任期規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、ＳＢＣ東京医療大学（以下「大学」という。）の専任の助手の任期に関して必要

な事項を定める。 

（任期） 

第２条 助手の任期上限は５年以内とする。 

２ 大学は、助手を雇用する場合、任期、業務内容、評価基準その他必要事項を明示した雇用契約を締

結するものとする。 

３ 任期満了をもって当該身分を失うものとする。なお、助教に登用する場合は教員資格審査委員会の

審議を経るものとする。 

（再任） 

第３条 当該職としての在任期間中における職務評価の結果に基づき、学部長は再任の適否を判断する。 

（助教への登用） 

 第４条 学長は、助手として在職する者のうち、教育研究上の能力及び業績が優れていると認められ

る者について、教員資格審査委員会の審査結果を踏まえ、助教への登用を理事長に上申し、その承認を

得て行うことができる。 

 ２ 前項の登用の可否は、職務評価の結果、研究業績、教育実績、人物評価等を総合的に勘案して判

断するものとする。職務評価に当たっては、次に掲げる事項を考慮するものとする。  

 （１）授業準備への貢献状況 

 （２）共同研究の補助への貢献状況 

 （３）大学及び所属学科の運営への参画状況 

３ 第１項の登用に係る評価及び審査は、SBC東京医療大学教員選考規程（法人規程第50号）第９条に

規定する教員資格審査委員会において実施し、助教の新規採用に準じて、教員選考基準に基づき総合的

に審査し、その適否を判定するものとする。 

 ４ 大学は、助手に対し、上位職への登用に必要な要件及び評価基準を可能な限り明示するよう努め

るものとする。 

  

（規程の改廃） 

第５条 本規程の改廃は、理事会の議を経て行う。 

附   則 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

本規程施行の日において、平成21年４月１日改正前の学校法人了德寺大学教員任用規程により任用

している者については、なお従前の例による。 

２ この規程は、平成29年４月6日から施行する。 

本規程施行の日において、平成29年４月6日改正前の学校法人了德寺大学教員任用規程により任用

している者については、その任期満了の日から適用する。 

３ この規程は、2024年４月1日から施行する。 

４ この規程は、2026年４月１日から施行する。 


